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令和２年(２０２０)年農林業センサス（単位：戸） 

農家数 ４０３ 
内販売農家数 ２２５ 

主業 準主業 副業的 

３４ ３２ １５９ 

内自給的農家 １７８  

農業委員、農地利用最適化推進委員の皆さん 
 

令和４年４月 1日 新委員スタート 

 

令和３年１１月１日に市表彰式が行われ、農業

委員会関係では、井岡 信夫さん（農業委員）、

山﨑 照海さん（農地利用最適化推進委員、元農

業委員）の二人が功労表彰を受けられました。 

 

 

 

～市の功労表彰を受けました～ 

おめでとうございます 井岡 信夫さん 山﨑 照海さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ☆ ①、②、③の要件を満たせば、どなたでも加入できます。 

☆ 積み立てた保険料とその運用益で将来受け取る年金額が

決まる「積立方式（確定拠出型)」です。 

☆ 保険料（２万～６万７千円）を自由に決められます。 

☆ 支払った保険料は全額社会保険料控除の対象になります。 

☆ 将来受け取る年金も、公的年金等控除が適用されます。 

農業者年金に加入しませんか？ 

 あなたの老後生活への備えは十分ですか？         

年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です。 

老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です。 

 

 

 

 

 

 春風が心地よい季節となりました。市内農家の皆様におかれましては、 

ご健勝にてご活躍のことと拝察いたします。また日頃より農業委員会活動 

に格別のご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 このたび改選後の総会において農業委員会会長に選出され、就任させて 

いただきました。遊休農地の増加、違反転用、従事者の高齢化や担い手の 

不足等、本市の農業に係る問題は山積した状態にあります。新体制の下、 

 

 

① 国民年金の第１号被保険者  

（納付免除者を除く）    

 

② 年間 60日以上農業に従事    

                 

③ 20歳以上 60歳未満       

令和４年から農業者年金制度が改正されます 
※平成 14 年度１月から始まった

新制度のみが対象。 

   令和４年 1月から 令和４年４月から 令和４年５月から 

農業者年金のお問い合わせは、農業委員会事務局（☎421-6155） 

 

 

『月額納付下限額が１万円に』 『受給開始時期が選択可能に』 『65歳まで加入可能に』 

35歳未満で以下の①から⑤のいずれに

も該当しない場合、１万円から通常加入

ができるようになります。 

① 認定農業者かつ青色申告者 

② 認定就農者かつ青色申告者 

③ ①又は②の者と家族経営協定を締結  

し、経営に参加している配偶者又は

直系卑属 

④ 認定農業者又は青色申告者 

⑤ ①又は②以外の農業を営む者の直系

卑属で、その農業に常時従事する後

継者 

昭和 32年 4月 2日以降に生まれた方で、

年金の受給要件を満たした方は、年金の

受給開始時期を自身で選択できるよう

になります。 

【選択できる受給開始時期】 

 

 

農業委員、農地利用最適化推進委員が密接に連携し活動することで課題の解決に向け取り組む所存で

ございます。 

 最後に、今後とも皆様のご理解とご協力をお願い申し上げまして、就任のご挨拶とさせていただき

ます。 （四街道市農業委員会 会長 江原 清） 

 

 農業者老齢年金→65歳から 75歳 

 

 
 特例付加年金→65歳以上 

 

 また、これまでどおり、60歳以上 65歳

未満の間で、繰り上げ受給を選択するこ

ともできます。 

 

 

農業に年 60日従事している方であれ

ば、60歳以上 65歳未満で国民年金に任

意加入している方も農業者年金に加入

できるようになります。 

～会長就任のご挨拶～  

国民年金の保険料納付期間が 480月

（40年）に満たない 60歳以上 65歳

未満の方で、年金額の充実を目的とし

て、国民年金に任意で加入している方

のこと。 

【国民年金の任意加入者とは】 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 
平均額 

 （円） 

最高額 

 （円） 

最低額 

 （円） 

データ

数 

田 

(水稲) 
9,400 16,100 2,400 29件 

畑 

(普通畑) 
8,400 20,400 800 19件 

              
 在職中に退職後の仕事について農業関係の教育機関

を調べていたとき、最初に出てきたのが某農業法人の社

会人向け大学校のサイトでした。 

 私はそのころ６３歳、理系の大学を卒業後ＩＴ関連企

業に勤めて約４０年が経っていました。定年後に選択し

た再雇用期間の期限が迫っており、会社を辞めた後の生

活について真剣に考え始めていました。そこで、私は在

職中に並行してその教育機関で有機農業について学ぶ

ことにしました。 

 昨年、教育機関での研修も終盤に近づいたころ、本格

的に新規就農に関する計画を検討し始め、まずは農作地

を千葉市近郊に定めて就農計画を策定し、各地の農業委

員会を回って説明することに決めました。たまたま四街

道市の農業委員会の総会で説明する機会を与えていた

だき、約７０アールの畑地を紹介していただきました。 

 

『第二の人生に向けて』 

 

四街道市農地の賃貸借情報について 

 

令和４年度標準農作業料金表 

を千葉市近郊に定めて就農計画を策定し、各地の農業委員会を回って説明することに決めまし

た。たまたま四街道市の農業委員会の総会で説明する機会を与えていただき、約７０アールの畑

地を紹介していただきました。 

 昨年夏に長年勤めた会社を辞し、現在は佐倉市の有機農家さんで週２回の研修を受けながら、

自分の畑地の土づくりや作業環境の整備にいそしむ毎日です。今後は有機農法でいかに営農して

いくか、そして更に規模を拡張してそれを展開していくか、を考えようと思っています。そして、

その利益を私なりに社会に還元したいと考えています。それが私を育ててくれた社会への恩返し

です。 

田村 滋さん 

※賃借料を物納(米)で設定されている場合は、米 

60kg当たり 9,500円に換算している。 

※金額は、算出結果を四捨五入し、100円単位と

している。 

※平均額は、データ数により平均した値である。 

※データ数は、集計に用いた締結数である。                      

 

 令和３年 1月から 12月までに、本市において

締結された賃貸借における賃借料水準（10ａ当

たり）は、次のとおりとなりましたのでお知ら

せします。                    

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

                                   [お問い合わせ] 産業振興課農政係 

                                     TEL 043-421-6133 

                                                                                       

                                                                                                                        

                                         

 

編 集 後 記 

令和 3年を振り返ると、未だに新型コロナウイルスの終息の目途が立たない、また台風被害や土砂崩れな

ど自然災害も多く、暗いニュースや事件も多かったように思います。そんな中でも明るい出来事を思い返せ

ば、東京オリンピック２０２０における日本人選手の金メダルラッシュ、野球では大谷翔平選手が大リーグ

で最優秀選手に選ばれ、ゴルフでは松山英樹選手がアメリカマスターズ・トーナメントで日本人初の優勝、

テニスでは大坂なおみ選手が全豪オープンで 2回目の優勝など、スポーツ界では明るいニュースが多くあり

ました。また、ノーベル物理学賞を真鍋淑郎さんが受賞され、将棋界では藤井聡太さんが史上最年少となる

19歳３か月でタイトル四冠を達成するなど、老若男女問わず日本人の活躍が目立った一年ではなかったのか

なと思います。 

これから 5月を迎え、田植えや夏野菜の作付け準備など忙しい毎日が続くと思いますが、一年で最も生命

の息吹に満ち溢れたこの季節に、新緑を愛でながら心も体もリフレッシュして、本年も大過なく過ごせます

よう、皆様方のご健勝とご多幸、新型コロナウイルス感染症が終息し、おだやかな日常に戻れることを願い

つつ編集後記とさせていただきます。  (JA千葉みらい 四街道支店長 松吉 賢太郎)                   

認定農業者とは、市町村が定める構想に合致した農業経営の改善を進める計画（農業経営改善計

画）を作成し、市町村長（複数市町村で営農する場合は国）に認定された農家経営体のことをいい

ます。 

 四街道市の構想では、年間農業労働時間を 1,800 時間から 2,000 時間程度維持し、5 年後の年間

農業所得が 550万円程度確保できる農業経営体を、今後育成・確保に努めると位置づけていますの

で、四街道市で認定農業者になるためには上記の水準を満たす必要があります。 

 国・県・市の補助金を受けるには、認定農業者になることが要件となります。例えば四街道市独

自の補助金である「認定農業者推進事業補助金」では、農業経営改善計画を達成するうえで必要な

機械・施設を導入する経費の１／３を補助することができます（ただし、上限は１００万円まで）。 

 新規就農者として担い手になるには、青年等就農計画書を作成し、市長から認定新規就農者に認

定される必要があります。認定農業者と異なる点は、5 年後の年間農業所得の水準が 250 万円程度

と低く抑えられているところです。新規就農者で補助金や融資を受ける場合も、認定新規就農者と 

 

四街道市の担い手農家になりませんか 

なることが必須要件となっています。 

 四街道市独自の「認定新規就農者補助金」で

は、青年等就農計画を達成するうえで必要な機

械・施設を導入する経費の１／２を補助するこ

とができます（ただし、上限は２０万円まで）。 

 計画書作成にあたっては、市産業振興課でサ

ポートしますので、四街道市の担い手農家にな

りませんか。 

 


